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委員長・副委員長

国籍・地域 居住区 実行委員等

委員長 ヘイ　ジャフィ マレーシア 麻生区 情報・社会教育部会、オープン会議実行委員長

副委員長 ケゼングア　エドワード　ムウィンビ ケニア 中原区 地域生活部会、オープン会議副実行委員長

情報・社会教育部会

国籍・地域 居住区 実行委員等

部会長 ピーターソン　ケリー 米国 幸区 市民祭り

フィリピン 麻生区 ニューズレター

米国 高津区 市民祭り

インド 川崎区 市民祭り

インドネシア 高津区 臨時会

韓国 中原区 臨時会

インド 川崎区 市民祭り

ドイツ 多摩区 ニューズレター

ネパール 高津区 市民祭り

中国 幸区 臨時会

台湾 宮前区 臨時会

ベトナム 高津区 市民祭り

地域生活部会

国籍・地域 居住区 実行委員等

部会長 金　スンオグ 朝鮮 川崎区 ニューズレター

ブラジル 中原区 ニューズレター

ブラジル 川崎区 市民祭り

中国 高津区 臨時会

中国 宮前区 臨時会

ロシア 宮前区 市民祭り

フィリピン 川崎区 臨時会

韓国 高津区 臨時会

ウクライナ 川崎区 市民祭り

モーリシャス 高津区 市民祭り

中国 多摩区 ニューズレター

ネパール 中原区

第１１期代表者名簿（４ページ）　　　

名　　　　前

名　　　　前

ヴィラマー　ジェリー

キースタ　ケーシー　ジェイ

サリ　アビシェク（2016年9月～）

スタント　イルワン

徐　智妍

チャクラヴァルティー　アルナンシュ

ディットマー　ダニエラ

ヒラチャン　アスカ

幕内　嘉 

牟　鳳菊

レ　ベト　ギア　カン

名　　　　前

鎌田　ファチマ

河本　ファビオ　良則

韓　簫

葉　元聡

カティワダ　プスカ（～2016年6月）

蒋　香梅

鈴木　イェレナ

タカハシ　ライゼール　ラモス

河　相宇

バルトコバ　オクサナ

ホサニ　アハマド　ユースフ
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Ⅰ 会議の報告（５～１８ページ） 

１ 会議開催概要（６～７ページ） 

会期 開催日／場所 代表者／傍聴者 

第１回 第１日（通算①） ２０１６年４月２４日／国際交流センター ２４人／８人

第２日（通算②） ２０１６年５月２２日／国際交流センター ２３人／１人

第２回 第１日（通算③） ２０１６年６月１９日／国際交流センター ２２人／９人

第２日（通算④） ２０１６年９月１１日／国際交流センター １９人／７人

第３回 第１日（通算⑤） ２０１６年１０月１６日／国際交流センター ２２人／２人

臨時会 （通算⑥） ２０１６年１１月２０日／高津市民館 参加者 約７０人

第３回 第２日（通算⑦） ２０１６年１２月１１日／国際交流センター ２２人／２人

第４回 第１日（通算⑧） ２０１７年１月１５日／国際交流センター ２０人／３人

第２日（通算⑨） ２０１７年２月１２日／国際交流センター ２０人／１人

＊川崎市外国人市民代表者会議条例 

  第９条    会議の開催は、１年に４回とし、１回当たり２日とする。 

 ２  前項の規定にかかわらず、委員長が必要と認めるときは、臨時の会議を開催することができる。 

２ 調査審議の内容（８～１８ページ） 

調査審議の進め方の見直し（８ページ【１】２）

  （１）川崎市外国人市民意識実態調査（２０１４年度・２０１５年度）についての学習 （１回）

  （２）グループワーク （２回）

      ①情報、②相談窓口、③区役所サービス、④子育て、⑤学校・教育、⑥母語・母文化、

⑦日本語学習、⑧多文化共生・異文化交流・国際理解、⑨地域生活、⑩住居・居住、

⑪医療・病院、⑫防災、⑬年金、⑭介護・高齢者、⑮就労・仕事、⑯観光、⑰その他

     →審議テーマを絞ってから部会を設置

各部会の審議テーマ（９ページ）

≪情報・社会教育部会≫ 

（１）情報

（２）外国人向けオリエンテーションコース

（３）日本語学習

≪地域生活部会≫ 

（１）防災・災害

（２）医療・病院

（３）子育て

オープン会議（１２～１８ページ）

日時  ２０１６年１１月２０日 １４：００～１７：００

場所  高津市民館 １２階 大会議室

参加者 約７０人

前半  グループディスカッション

     テーマ 「川崎市が、誰にとっても住みやすい、

今よりもっと魅力的なまちとなるためにはどうしたらよいか」

後半  全体発表
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Ⅱ 各種活動状況 （１９～３０ページ） 

１ 市長・市議会への報告（１９ページ） 

２ オープン会議の企画・運営（２０ページ） 

３ ニューズレターの編集（２１ページ） 

４ 行事への参加（２３～２５ページ） 

５ 事前説明会（２６ページ） 

６ 自主勉強会（２６ページ） 

７ 市内視察（２７ページ） 

８ 代表者の活動状況（２８ページ） 

９ 専門調査員の活動状況（２９ページ） 

Ⅲ 資料（３１～１０６ページ） 

１ 外国人住民人口統計（３１～３４ページ） 

２ 第１１期代表者の応募状況と選考結果（３５～３６ページ） 

３ 提出資料一覧（３７～３８ページ） 

４ 提言への市の取組状況（３９～９６ページ） 

５ 外国人市民代表者会議のしくみ（９７～９８ページ） 

６ 条例・要綱・要領（９９～１０６ページ） 

≪今後の予定≫ 

市議会への報告 

  ア 根拠 川崎市外国人市民代表者会議条例 第１１条第２項 

    「市長は、前項の規定による報告を受けたときは、議会に報告するとともに、

これを公表するものとする。」 

  イ 日程 ４月１２日（水） 正副議長へ報告、各会派へ配布 

       ４月２８日（金） 文教委員会へ報告 

       ５月下旬（予定） 代表者会議正副委員長の文教委員会への参考人招致 
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